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投与スケジュール

PTX 49日毎

注意事項

反復投与基準　好中球数≧1000/μL

Grade2の末梢神経障害、関節痛、筋肉痛の場合には減量して継続する

Grade3以上の末梢神経障害の場合には、Grade2以下になるまで投与を延期する

Grade3以上の非血液毒性が発現していない

その他臨床管理不能な有害事象がない

減量基準 下記の有害事象が発現した場合、次コースは20mg/㎡減量し、60mg/㎡まで減量する。

（100mg/㎡　→　80mg/㎡　→　60mg/㎡）

好中球数≦500/μL

血小板数　2.5万以下

Grade2の末梢神経障害、関節痛、筋肉痛

前回投与後にGrade3以上の非血液毒性が発現した場合
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0.22μmのメンブランフィルターを使用すること。
白金製剤を含む化学療法の前治療歴のある進行または再発食道がん患者を対象とする。
腎機能低下に伴いCDDP使用困難症例では、1st lineとしての選択も考慮することができる。

1コース 2コース

・・・ （day)

① デキサート 6.6 mg 点滴 15分

ポララミン 5 mg

ファモチジン 20 mg

生理食塩水 50 mL

② パクリタキセル 100 mg/㎡ 点滴 60分

5%ブドウ糖液 250 mL

③ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分
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